













































 語用論とは，厳密に言えば meaning in interaction1(相互交渉における意味)
と言うことであるが，本稿では簡略化して meaning in use(言語使用における






Austin (1962)は Speech Act(発話行為)と呼んだ。例えば，私が｢明日 9 時に研
究室で。｣と言った場合，その発話の翌日 9 時に私は実際に研究室に行くとい
う行為をしなければならない。また，聞き手である学生もやって来ることに
                                                                 
1 Thomas (1995)の第一章には語用論の定義に関する有意義な見解がある。Meaning in 
interaction は Thomas の定義であり，私も賛成である。 
語用論的視野に立つ英語教育―主にポライトネスとビジネス英語を中心に― 15 
なる。この発話によって｢約束｣がなされたからである。 
 Grice (1975)は，私達が会話をする際，概ね Cooperative Principle(協調の原














を maxim of quality より重視したからである。Brown & Levinson (1987)は，人
間には守りたい face（面子のようなもの）があり，それを脅かすような行動
face-threatening act (FTA)に出なければならない場合，politeness strategy を使っ
て緩和することが多いと考えた。Politeness strategy には positive と negative の
2 種類がある。Positive politeness strategy には，相手に歩み寄ったり親近感を
示したりするものであり，大げさに褒めたり(exaggerate)，仲間であることを
示す呼称を使ったり (use in-group marker) ，不同意を避けたり (avoid 
disagreement)，冗談を言ったり(joke)などという 15 の策がある。一方 negative 
politeness strategy は，相手と距離を取ったり敬意を示したりするもので，何
                                                                 
2 politeness は丁寧さと訳されることが多いが，厳密に言うと日本語の「丁寧」が持つ
ニュアンスとは同一ではない為，本稿では英語表記または「ポライトネス」と片仮















































を示す語に tu と vous がある。初対面の場合や敬意を表す場合は vous を主
語にして話し，親しくなったら主語を tu に切り替えて話す。T/V system と呼
ばれる仕組みである。この仕組みは現代英語にはないが，似たような効果を
出すものとして呼びかけ方がある。初対面や敬意を表する場合には title + 
surname (例えば Mr. Smith)や Sir, Madame などを用い，親しい相手には first 
name only (例えば John)や my dear などの endearment を用いる。前者は前述の
negative politeness strategy の 1 つ(Give deference)であり，後者は positive 




                                                                 
3 Ide (1998)は日本人が使う「すみません」の意味を 7 つの意味に分類している。 
18 
称をめぐる逸話を紹介している。何度か会議を重ねたあと，アメリカ人社長
Dave Williams は Yamada の上司 Kawashima に“Call me Dave”と言った。つま
り二人の距離が縮まったことを表す positive politeness strategy である。しかし，
Kawashima は，取引会社の社長を first name で呼ぶことに抵抗を感じ（更には
Dave の発音が日本語のデブに似ていることも禍して），その申し出に応じな
かった。Kawashima は自分のことは Ryu と呼んで構わないとしながらも，相











るかどうかを調査した。対象は 1997 年と 1998 年の教科書検定に合格した 8
冊のオーラル・コミュニケーション用テキストである。村田は，日本人には
比較的馴染みが薄い positive politeness strategy に注目し，その中の(1) address 
form, (2) emphatic response, (3) joke の 3 つのストラテジーに絞った。Address 
form に関しては，Progressive A と Hello there! A に豊富に見られた。しかし，
他の 3 冊には少なく，残りの 3 冊には全くなかった。Emphatic response に含
まれる exaggerate などにおいても，同様に Progressive A に多く見られ，他は
僅かに含む，或いは皆無であった。Joke に関しては Progressive A のみに 1 例
見られただけであった。次に村田は，ネイティブ・スピーカーが執筆したケ
ンブリッジ大学出版社のオーラルに重点をおく 2 冊（ネイティブ教員が大学
1 年用によく採用するという）を同様に検証し，その結果を上述の 8 冊と比
語用論的視野に立つ英語教育―主にポライトネスとビジネス英語を中心に― 19 
較した。ケンブリッジ社の New Interchange Intro と New Interchange 1 は
address form と emphatic response を共に多数含んでいるが，joke は 1 例ずつし
か見られなかった。これを日本の高校教科書と比較すると，Progressive A を
除き，New Interchange の方により多くのストラテジーの使用が確認された。








冊(1997 年教科書検定合格)を対象に，negative politeness strategy の調査を行
っている。会話において相手に同意しない場合，つまり FTA を行う際に，
politeness strategy が使用されているかどうかを検証した。15 冊のうち，不同
意表現が記載されているものが 6 冊あった。そのうちポライトネスが含まれ
ているものが 3 冊，含まれていないものが 3 冊あった。ポライトネスの含ま
















 村田(和)＆大谷(麻)(2006)は，2 大学の授業において毎回 15 分間 positive 
politeness strategy を明示的に教えた結果，学生の英会話力が半期で成果を見
せたという事例を報告している4。Positive politeness strategy を会話に取り込
むことにより，話が弾み，会話が長く続くようになったという。つまり，turn
（会話におけるの発話の単位）の数が増えたのである。この結果に基づき，
ポライトネスを意識的に取り入れた大学用英会話テキスト Let’s be friends: 
strategies for successful communication (Macmillan)を作成したことは特筆に価














もそも Yes なのか No なのかすらも分からない，としばしば揶揄されるよう
























negative politeness strategy の活用が非常に有効であろう。対同期や部下には，

















作成にはテキスト，Working with English: Essential Communication Skills for 
Office Administration(小川＆大谷(加)，2003，Macmillan)を使用している。電
話・社内応対と社内外文書はまさにポライトネスの概念が必要な箇所である。
テキストのテーマは，例えば，offering drinks, expressing gratitude, giving 
suggestions and advice, accepting and rejecting, reminding and complaining, 
apologizing などのように，代表的な発話行為を扱っている。各章にはモデル・
ダイアローグや文書例が載っているが，それぞれに Useful expressions という
欄が設けてある。応対のセクションの Useful expressions では機能別にどんな







I need your advice. 
What should I do? 
Which (restaurant) would you recommend? 
What would you suggest (that I do)?  






Let’s have dinner together this evening. 
Shall we meet again to discuss this matter tomorrow? 
Why don’t you call Mr. Gordon and ask him to come? 
How about taking him out for drinks tonight? 




We could hire somebody for the job. 
It would be a good idea to postpone the appointment. 




We’d better hurry up and leave. 







We wish to apologize for the careless mistake on your invoice. 
Please accept our deepest apologies for the error in your shipment. 
I’d like to apologize for any inconvenience this has caused your company. 
 
謝罪する(インフォーマル) 
We are very sorry for the shipping delay. 
I’m sorry that I won’t be available this evening, but I will try to reschedule our 
appointment for next week, if that’s OK with you. 
I am sorry that you received damaged goods and will send you another order 
immediately. 





るが，フォーマルな場合はより多くの politeness strategy を含んで文章も長く










 ここで，他のビジネス英語用テキストを見てみよう5。上述の Working with 
English より一段階上級者向けのテキスト Email at Work: A Guide to Business 




捉えやすい工夫が見られる。Counter offers の例を見てみよう。 
 
Casual to Formal —Politely Disagreeing  
  ☹                         ☺  
The price is too high.     ➝ However, after careful consideration, we  
find the price to be too high for our budget. 
We can’t accept your offer. ➝ Unfortunately, we are unable to agree  
with your current terms. 
Your required minimum order 
is too much. 
 
➝ Unfortunately, your required minimum order is 
more than what we need. 
We need a cheaper price ➝ We require a lower price. 
We need a cheaper price. ➝ We are looking for a more competitive price. 
The proposed term is too 
long/short. 
➝ We feel that the proposed term does not meet 
with our current needs. 
We don’t agree with the terms 
of the contract. 
➝ Regrettably, the terms of the contract are 
unsatisfactory. 
 (Schneer, 2003: 43; 太字は原文通り) 

























は，2002 年度に 1 年間担当する機会を与えられた「英語特殊演習」という科
目で行った。通年科目の後期前半の 4～5 回分を使い，Grice の Cooperative 


































                                                                 
6 本稿では語用論的視野に焦点をおく為，この 4~5 回分についてのみ言及するが，文
体論的視野に立つ英語教育の検証も別の機会に行いたいと考えている。 
語用論的視野に立つ英語教育―主にポライトネスとビジネス英語を中心に― 27 
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